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東京大学大学院　医学系研究科
国際保健学専攻

　本専攻は日本で初めての「国際保健学」
教育・研究組織です。1992 年、東京大
学医学系研究科の中に設立され、その際
に作成された案内文の冒頭には以下の文
言があります。
「本専攻の目的は、わたくしたち自身、
そしてわたくしたちの子孫の『健康な生
存』を目指して、その目的のために地球
上のどこであれ必要とされる地域や機関
で働く人々を養成することである。その
研究主題は、地球上でわたくしたちの健
康な生存を可能にするための、国際協力
に基づく効果的方法の探求にある。さら
に本専攻は、世界の目的を同じくする研
究者、活動家や組織が交流し、情報交換
を行い、共同プロジェクトを動かし、相
互に支援するヒューマン・ネットワーク
拠点でもある」
　この目的達成のため、1992 年初年度
は、基幹講座である「国際保健計画学」、

「国際地域保健学」、「人類遺伝学」分野
を希望する学生を対象とした入学試験が
なされ、その後協力 3 講座である「人
類生態学」、「母子保健学」、「保健栄養学」
分野も学生を募集するようになりました。
現在はいくつかの教室名が変わり、合わ
せて 10 教室が本専攻内で活動していま
す（http://www.sih.m.u-tokyo.ac.jp/
参照）。10 教室は大きく分けて国際社
会医学講座（２教室）、国際生物医科学
講座（４教室）、協力講座（４教室）に
属しています。

　本専攻が発足してから、今もなお根づ
いている特色は以下の３つです。
１）主要な講義やセミナーの共通言語は
英語とします。
２）「健康な生存」は、たんにその地域
のみならず多くの他地域をもまきこんだ
社会的事象です・・・その達成のための
本専攻の研究は・・・国際的なプロジェ
クト研究を主体とします。
３）学生に対する教育は寺子屋での手作
り方式（実用的な個別教育）で行います。

　このような特色を生かしつつ、学生は、
本専攻特有の２種類の空気のなかで研究
活動を進めていきます。

　本専攻は、修士課程は 2 年、博士課
程は 3 年。修士課程を卒業すると健康
科 学 修 士（Master of Health Science: 
MHSc)、博士課程を卒業すると保健学
博士（PhD., Doctor of Health Science)
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を手にすることができます。
　本専攻に入るやいなや、多くの学生は、
ごく自然に、ある一つの決意をすること
になります。
「ここにきたからには国際ジャーナルに
論文投稿しなくてはならない」という決
意です。「そのような決意を迫られる」
暗黙の空気、あるいは研究環境を本専攻
は作りあげてきました。
　本専攻のすべての教室にこのことは共
通しています。学生全体の半数以上が留
学生であることから、通常の学生同士の
日常会話は英語です。わずかの例外を除
き、すべての学生は修士論文、博士論文
をすべて英語で作成し、多くが国際ジャ
ーナルへの投稿を目指します。講義で学
べることには限界があるため、学生には
独自の研究を遂行してもらい、個々の研
究完成のための個人指導を徹底的に行っ
ています。ほとんどの学生が人生で初め
ての論文執筆に取り組むわけですから、
中には 50 回から 100 回程度の論文修
正集中ノックを受ける人もいます。論文
執筆に十分時間をとってもらうためには、
長期のフィールドワークはむしろマイナ
スです。できるだけ短期間でデータを集
め、データ分析に時間をかけ、研究結果

自由な空気のなかで

を人々の声として論文にまとめ、いかに
世界にそれを届けるか、そこに力をいれ
ています。
　中には修士課程 1 年や博士課程 1 年
の時期に WHO・UNICEF などでインタ
ーンする学生もいます。日本の企業によ
るインターンに参加する留学生もいます。
いずれの場合も、原則自力で応募しても
らいます。そこに至るプロセスそのもの
がよき経験となります。

　国際保健の現場で伸びてくる教え子た
ちを見ていると思うことがあります。名
の通った教育機関で学んできた人が必ず
しも国際保健分野で活躍できるというわ
けではありません。むしろ、自分で独自
にプログラムを組んで、あえて海外に出
たり、医学部をでたあと経済学や経営学
を学んだり。そうやって既存の枠にはま
らない教育環境を自分自身で作りあげら
れるような人こそ、将来イノベーティブ
な活動ができるのではないか、というこ
とです。
　冒頭に紹介したように、「本専攻は、
世界の目的を同じくする研究者、活動家
や組織が交流し、情報交換を行い、共同

プロジェクトを動かし、相互に支援する
ヒューマン・ネットワーク拠点でもある」
ということを強調しています。国際経験
豊富なスタッフの指導によってそのこと
を自ら経験し、かつネットワークを独自
に築きあげていく力をつけていくことが
重要です。
　そのためには厳しすぎるカリキュラム
はよくありません。講義指導を受けつつ
も、いかに自力で学び取ってもらうか。
そこが大事です。そうやって自由に羽ば
たいていける、緩やかな環境づくりこそ
が、学生の将来の飛躍につながります。
ただし、これは私見であり、必ずしも他
の教室の教授が同じ意見ではないでしょ
う。少なくとも国際社会医学講座におい
ては、こうした環境を本専攻の伝統とし
て残していきたいと思っております。我
こそは、という方はぜひ、本専攻の門を
たたいてください。

東京大学大学院・医学系研究科・国際保
健学専攻の連絡先：
以下にいけば、各教室の連絡先がわかり
ます。
http://www.sih.m.u-tokyo.ac.jp/
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